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最終頁に続く

( 5 7 ) 【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 回 転 軸 線 回 り に 互 い に 相 対 回 転 可 能 に 設 け ら れ 、 前 記 回 転 軸 線 を 取 り 囲 む よ う に 設 け ら  
れ る ケ ー ブ ル 収 容 空 間 を 形 成 す る 第 １ ケ ー ス お よ び 第 ２ ケ ー ス と 、
　 前 記 回 転 軸 線 回 り に 定 義 さ れ る 周 方 向 に 巻 か れ る よ う に 前 記 ケ ー ブ ル 収 容 空 間 内 に 設 け  
ら れ る 電 気 ケ ー ブ ル と 、
　 前 記 第 １ ケ ー ス お よ び 前 記 第 ２ ケ ー ス の 相 対 回 転 を 所 定 の 回 転 角 度 に 制 限 す る よ う に 構  
成 さ れ る ス ト ッ パ 構 造 と 、 を 備 え 、
　 前 記 ス ト ッ パ 構 造 は 、
　 　 前 記 第 ２ ケ ー ス に 対 し て 第 １ 径 方 向 位 置 お よ び 第 ２ 径 方 向 位 置 の 間 を 前 記 回 転 軸 線 に  
直 交 す る 径 方 向 に 移 動 可 能 な 可 動 部 材 と 、
　 　 前 記 第 １ ケ ー ス に 設 け ら れ 、 前 記 可 動 部 材 が 前 記 第 ２ 径 方 向 位 置 に あ る 状 態 で 前 記 第  
１ ケ ー ス お よ び 前 記 第 ２ ケ ー ス の 相 対 回 転 を 制 限 す る よ う に 前 記 可 動 部 材 と 前 記 周 方 向 に  
接 触 可 能 な 回 転 制 限 部 と 、
　 　 前 記 第 １ ケ ー ス に 設 け ら れ 、 前 記 可 動 部 材 を 前 記 第 １ 径 方 向 位 置 の 方 へ 案 内 す る よ う  
に 前 記 可 動 部 材 と 接 触 可 能 な 案 内 部 と 、 を 含 み 、
　 前 記 案 内 部 は 、 案 内 面 を 含 み 、
　 前 記 可 動 部 材 は 、 突 出 部 を 含 み 、
　 前 記 案 内 面 は 、 前 記 第 １ 径 方 向 位 置 と 、 前 記 第 １ 径 方 向 位 置 お よ び 前 記 第 ２ 径 方 向 位 置  
の 間 に 定 義 さ れ る 中 間 位 置 と 、 の 間 に 前 記 可 動 部 材 が 配 置 さ れ る 状 態 で 前 記 突 出 部 と 接 触  

請求項の数　13　（全18頁）
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す る こ と で 、 前 記 周 方 向 の い ず れ か 一 方 の み へ の 移 動 に 際 し て 前 記 可 動 部 材 が 前 記 回 転 制  
限 部 か ら 離 れ る よ う に 前 記 可 動 部 材 を 前 記 第 １ 径 方 向 位 置 の 方 へ 案 内 す る 、
回 転 コ ネ ク タ 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 回 転 制 限 部 は 、 前 記 案 内 部 の 径 方 向 外 側 に 配 置 さ れ る 、
請 求 項 １ に 記 載 の 回 転 コ ネ ク タ 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 回 転 制 限 部 は 、 前 記 可 動 部 材 と 前 記 周 方 向 に 接 触 可 能 な ス ト ッ パ 面 を 含 み 、
　 前 記 案 内 部 は 、 前 記 ス ト ッ パ 面 か ら 前 記 周 方 向 に 突 出 す る 、
請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の 回 転 コ ネ ク タ 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 案 内 面 は 、 前 記 回 転 軸 線 に 沿 っ て 見 た 場 合 に 前 記 周 方 向 に 対 し て 傾 斜 す る 、
請 求 項 １ ～ ３ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 回 転 コ ネ ク タ 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 案 内 部 は 、 前 記 可 動 部 材 が 前 記 第 ２ 径 方 向 位 置 に あ る 状 態 で 前 記 可 動 部 材 が 前 記 第  
１ 径 方 向 位 置 の 方 へ 移 動 す る の を 制 限 す る よ う に 構 成 さ れ る 、
請 求 項 １ ～ ４ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 回 転 コ ネ ク タ 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 ス ト ッ パ 構 造 は 、 前 記 可 動 部 材 が 前 記 回 転 制 限 部 と 接 触 す る 状 態 で 前 記 可 動 部 材 が  
少 な く と も 部 分 的 に 挿 入 さ れ る ス ト ッ パ 溝 を 含 む 、
請 求 項 １ ～ ５ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 回 転 コ ネ ク タ 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 可 動 部 材 は 、 ス ト ッ パ 回 転 軸 線 回 り に 回 転 可 能 に 前 記 第 ２ ケ ー ス に 連 結 さ れ る ス ト  
ッ パ 本 体 を 含 み 、
　 前 記 突 出 部 は 、 前 記 ス ト ッ パ 本 体 か ら 前 記 回 転 軸 線 に 沿 っ て 定 義 さ れ る 軸 方 向 に 突 出 し  
前 記 回 転 制 限 部 と 前 記 周 方 向 に 接 触 可 能 で あ る 、
請 求 項 １ ～ ６ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 回 転 コ ネ ク タ 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 ス ト ッ パ 本 体 は 、 前 記 電 気 ケ ー ブ ル の 状 態 に 応 じ て 前 記 電 気 ケ ー ブ ル か ら 前 記 径 方  
向 の 力 を 受 け る よ う に 前 記 電 気 ケ ー ブ ル と 接 触 可 能 な ケ ー ブ ル 接 触 面 を 含 む 、
請 求 項 ７ に 記 載 の 回 転 コ ネ ク タ 装 置 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 突 出 部 は 、 前 記 回 転 軸 線 に 沿 っ て 見 た 場 合 に 前 記 ケ ー ブ ル 接 触 面 よ り も 径 方 向 内 側  
に 設 け ら れ る 、
請 求 項 ８ に 記 載 の 回 転 コ ネ ク タ 装 置 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 突 出 部 は 、 前 記 可 動 部 材 が 前 記 第 １ 径 方 向 位 置 に あ る 状 態 で 前 記 回 転 制 限 部 と 径 方  
向 に 離 れ た 位 置 に 配 置 さ れ る 、
請 求 項 １ ～ ９ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 回 転 コ ネ ク タ 装 置 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 前 記 可 動 部 材 は 、 前 記 電 気 ケ ー ブ ル の 状 態 に 応 じ て 前 記 第 １ 径 方 向 位 置 お よ び 前 記 第 ２  
径 方 向 位 置 に 移 動 可 能 で あ る 、
請 求 項 １ ～ １ ０ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 回 転 コ ネ ク タ 装 置 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 前 記 第 １ ケ ー ス は 、 前 記 ケ ー ブ ル 収 容 空 間 を 部 分 的 に 形 成 す る 内 周 面 を 含 み 、
　 前 記 第 ２ ケ ー ス は 、 前 記 内 周 面 の 径 方 向 内 側 に 設 け ら れ 前 記 ケ ー ブ ル 収 容 空 間 を 部 分 的  
に 形 成 す る 外 周 面 を 含 み 、
　 前 記 電 気 ケ ー ブ ル は 、 前 記 第 １ ケ ー ス の 前 記 内 周 面 に 沿 っ て 巻 か れ る 第 １ 巻 き 部 と 、 前  
記 第 ２ ケ ー ス の 前 記 外 周 面 に 沿 っ て 巻 か れ る 第 ２ 巻 き 部 と 、 前 記 第 １ 巻 き 部 と 前 記 第 ２ 巻  
き 部 と の 間 に 設 け ら れ 前 記 第 １ 巻 き 部 を 前 記 第 ２ 巻 き 部 に 連 結 す る 中 間 部 と 、 を 含 み 、
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　 前 記 電 気 ケ ー ブ ル は 、 前 記 第 ２ ケ ー ス が 前 記 第 １ ケ ー ス に 対 し て 第 １ 回 転 方 向 に 回 転 す  
る と 前 記 電 気 ケ ー ブ ル の 前 記 第 ２ 巻 き 部 が 前 記 外 周 面 に 巻 か れ て い る 長 さ が 減 る よ う に 、  
前 記 ケ ー ブ ル 収 容 空 間 内 に 設 け ら れ 、
　 前 記 電 気 ケ ー ブ ル は 、 前 記 第 ２ ケ ー ス が 前 記 第 １ ケ ー ス に 対 し て 第 １ 回 転 方 向 と は 反 対  
の 第 ２ 回 転 方 向 に 回 転 す る と 前 記 電 気 ケ ー ブ ル の 前 記 第 ２ 巻 き 部 が 前 記 外 周 面 に 巻 か れ て  
い る 長 さ が 増 え る よ う に 、 前 記 ケ ー ブ ル 収 容 空 間 内 に 設 け ら れ 、
　 前 記 第 ２ ケ ー ス が 前 記 第 １ ケ ー ス に 対 し て 前 記 第 １ 回 転 方 向 に 回 転 す る と 、 前 記 電 気 ケ  
ー ブ ル が 前 記 可 動 部 材 を 前 記 第 １ 径 方 向 位 置 の 方 に 付 勢 す る 付 勢 力 が 小 さ く な り 、
　 前 記 第 ２ ケ ー ス が 前 記 第 １ ケ ー ス に 対 し て 前 記 第 ２ 回 転 方 向 に 回 転 す る と 、 前 記 電 気 ケ  
ー ブ ル が 前 記 可 動 部 材 を 前 記 第 １ 径 方 向 位 置 の 方 に 付 勢 す る 前 記 付 勢 力 が 大 き く な る 、
請 求 項 １ ～ １ １ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 回 転 コ ネ ク タ 装 置 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 前 記 第 １ ケ ー ス は 、 車 体 に 固 定 さ れ る よ う に 構 成 さ れ る ス テ ー タ で あ る 、
　 前 記 第 ２ ケ ー ス は 、 前 記 ス テ ー タ に 対 し て 前 記 回 転 軸 線 回 り に 回 転 可 能 な ロ テ ー タ で あ  
り 、
　 前 記 可 動 部 材 は 、 ス ト ッ パ 回 転 軸 線 回 り に 回 転 可 能 に 前 記 ロ テ ー タ に 連 結 さ れ 、
　 前 記 回 転 制 限 部 は 、 前 記 ス テ ー タ に 設 け ら れ る 、
請 求 項 １ ～ １ ２ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 回 転 コ ネ ク タ 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 願 に 開 示 さ れ る 技 術 は 、 回 転 コ ネ ク タ 装 置 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 特 許 文 献 １ に は 、 車 両 に 用 い ら れ る 回 転 コ ネ ク タ が 記 載 さ れ る 。
【 先 行 技 術 文 献 】
【 特 許 文 献 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 文 献 】 特 開 ２ ０ ０ ２ － ２ １ ８ ６ ３ ９ 号 公 報
【 発 明 の 概 要 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 回 転 コ ネ ク タ 装 置 の ケ ー ブ ル の 状 態 を 安 定 さ せ る た め に 、 ス テ ー タ に 対 す る ロ テ ー タ の  
回 転 角 度 を 所 定 の 回 転 角 度 に 制 限 す る の が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 し か し 、 特 許 文 献 １ に 記 載 の 回 転 コ ネ ク タ で は 、 製 品 の 個 体 差 や 寸 法 誤 差 な ど に よ り ス  
ト ッ パ 部 材 が 回 転 ケ ー ス に 対 し て 動 い て し ま う と 、 意 図 し な い 状 態 で ス ト ッ パ 部 材 が 回 転  
規 制 部 と 接 触 し て 固 定 ケ ー ス お よ び 回 転 ケ ー ス の 相 対 回 転 が 規 制 さ れ る 可 能 性 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 願 に 開 示 さ れ る 技 術 の 課 題 は 、 製 品 の 個 体 差 や 寸 法 誤 差 な ど に 起 因 す る ス ト ッ パ 構 造  
の 誤 作 動 を 抑 制 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 第 １ の 特 徴 に よ れ ば 、 回 転 コ ネ ク タ 装 置 は 、 第 １ ケ ー ス 、 第 ２ ケ ー ス 、 電 気 ケ ー ブ ル 、  
お よ び ス ト ッ パ 構 造 を 備 え る 。 第 １ ケ ー ス お よ び 第 ２ ケ ー ス は 、 回 転 軸 線 回 り に 互 い に 相  
対 回 転 可 能 に 設 け ら れ 、 回 転 軸 線 を 取 り 囲 む よ う に 設 け ら れ る ケ ー ブ ル 収 容 空 間 を 形 成 す  
る 。 電 気 ケ ー ブ ル は 、 回 転 軸 線 回 り に 定 義 さ れ る 周 方 向 に 巻 か れ る よ う に ケ ー ブ ル 収 容 空  
間 内 に 設 け ら れ る 。 ス ト ッ パ 構 造 は 、 第 １ ケ ー ス お よ び 第 ２ ケ ー ス の 相 対 回 転 を 所 定 の 回  
転 角 度 に 制 限 す る よ う に 構 成 さ れ る 。 ス ト ッ パ 構 造 は 、 可 動 部 材 、 回 転 制 限 部 、 お よ び 案  
内 部 を 含 む 。 可 動 部 材 は 、 第 ２ ケ ー ス に 対 し て 第 １ 径 方 向 位 置 お よ び 第 ２ 径 方 向 位 置 の 間  
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を 回 転 軸 線 に 直 交 す る 径 方 向 に 移 動 可 能 で あ る 。 回 転 制 限 部 は 、 第 １ ケ ー ス に 設 け ら れ 、  
可 動 部 材 が 第 ２ 径 方 向 位 置 に あ る 状 態 で 第 １ ケ ー ス お よ び 第 ２ ケ ー ス の 相 対 回 転 を 制 限 す  
る よ う に 可 動 部 材 と 周 方 向 に 接 触 可 能 で あ る 。 案 内 部 は 、 第 １ ケ ー ス に 設 け ら れ 、 可 動 部  
材 を 第 １ 径 方 向 位 置 の 方 へ 案 内 す る よ う に 可 動 部 材 と 接 触 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 第 １ の 特 徴 に 係 る 回 転 コ ネ ク タ 装 置 で は 、 例 え ば 、 可 動 部 材 が 第 ２ 径 方 向 位 置 以 外 の 位  
置 に あ る 状 態 で 可 動 部 材 が 案 内 部 に 接 触 す る と 、 案 内 部 に よ り 可 動 部 材 が 第 １ 径 方 向 位 置  
の 方 へ 案 内 さ れ る 。 し た が っ て 、 製 品 の 個 体 差 や 寸 法 誤 差 な ど に 起 因 す る 第 ２ ケ ー ス に 対  
す る 可 動 部 材 の 微 小 な 移 動 に よ り 、 意 図 し な い 状 態 で 可 動 部 材 が 回 転 制 限 部 と 接 触 し て 第  
１ ケ ー ス お よ び 第 ２ ケ ー ス の 相 対 回 転 が 制 限 さ れ る の を 抑 制 で き る 。 す な わ ち 、 製 品 の 個  
体 差 や 寸 法 誤 差 な ど に 起 因 す る ス ト ッ パ 構 造 の 誤 作 動 を 抑 制 す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 第 ２ の 特 徴 に よ れ ば 、 第 １ の 特 徴 に 係 る 回 転 コ ネ ク タ 装 置 に お い て 、 回 転 制 限 部 は 、 案  
内 部 の 径 方 向 外 側 に 配 置 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 第 ２ の 特 徴 に 係 る 回 転 コ ネ ク タ 装 置 で は 、 よ り 大 き な 回 転 力 を 回 転 制 限 部 で 受 け る こ と  
が で き 、 ス ト ッ パ 構 造 の 強 度 を 高 め る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 第 ３ の 特 徴 に よ れ ば 、 第 １ ま た は 第 ２ の 特 徴 に 係 る 回 転 コ ネ ク タ 装 置 に お い て 、 回 転 制  
限 部 は 、 可 動 部 材 と 周 方 向 に 接 触 可 能 な ス ト ッ パ 面 を 含 む 。 案 内 部 は 、 ス ト ッ パ 面 か ら 周  
方 向 に 突 出 す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 第 ３ の 特 徴 に 係 る 回 転 コ ネ ク タ 装 置 で は 、 案 内 部 に よ り 可 動 部 材 を 第 １ 径 方 向 位 置 の 方  
へ 確 実 に 案 内 で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 第 ４ の 特 徴 に よ れ ば 、 第 １ ～ 第 ３ の い ず れ か １ つ の 特 徴 に 係 る 回 転 コ ネ ク タ 装 置 に お い  
て 、 案 内 部 は 、 回 転 軸 線 に 沿 っ て 見 た 場 合 に 周 方 向 に 対 し て 傾 斜 す る 案 内 面 を 含 む 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 第 ４ の 特 徴 に 係 る 回 転 コ ネ ク タ 装 置 で は 、 案 内 面 に よ り 可 動 部 材 を 第 １ 径 方 向 位 置 の 方  
へ よ り 確 実 に 案 内 で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 第 ５ の 特 徴 に よ れ ば 、 第 １ ～ 第 ４ の い ず れ か １ つ の 特 徴 に 係 る 回 転 コ ネ ク タ 装 置 に お い  
て 、 案 内 部 は 、 可 動 部 材 が 第 ２ 径 方 向 位 置 に あ る 状 態 で 可 動 部 材 が 第 １ 径 方 向 位 置 の 方 へ  
移 動 す る の を 制 限 す る よ う に 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 第 ５ の 特 徴 に 係 る 回 転 コ ネ ク タ 装 置 で は 、 例 え ば 、 可 動 部 材 が 第 ２ 径 方 向 位 置 に お い て  
回 転 制 限 部 と 接 触 す る 状 態 で 、 可 動 部 材 と 回 転 制 限 部 と の 接 触 状 態 を 安 定 さ せ る こ と が で  
き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 第 ６ の 特 徴 に よ れ ば 、 第 １ ～ 第 ５ の い ず れ か １ つ の 特 徴 に 係 る 回 転 コ ネ ク タ 装 置 に お い  
て 、 ス ト ッ パ 構 造 は 、 可 動 部 材 が 回 転 制 限 部 と 接 触 す る 状 態 で 可 動 部 材 が 少 な く と も 部 分  
的 に 挿 入 さ れ る ス ト ッ パ 溝 を 含 む 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 第 ６ の 特 徴 に 係 る 回 転 コ ネ ク タ 装 置 で は 、 例 え ば 、 可 動 部 材 が 第 ２ 径 方 向 位 置 に お い て  
回 転 制 限 部 と 接 触 す る 状 態 で 、 可 動 部 材 と 回 転 制 限 部 と の 接 触 状 態 を よ り 安 定 さ せ る こ と  
が で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 第 ７ の 特 徴 に よ れ ば 、 第 １ ～ 第 ６ の い ず れ か １ つ の 特 徴 に 係 る 回 転 コ ネ ク タ 装 置 に お い  
て 、 可 動 部 材 は 、 ス ト ッ パ 回 転 軸 線 回 り に 回 転 可 能 に 第 ２ ケ ー ス に 連 結 さ れ る ス ト ッ パ 本  
体 と 、 ス ト ッ パ 本 体 か ら 回 転 軸 線 に 沿 っ て 定 義 さ れ る 軸 方 向 に 突 出 し 回 転 制 限 部 と 周 方 向  
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に 接 触 可 能 な 突 出 部 と 、 を 含 む 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 第 ７ の 特 徴 に 係 る 回 転 コ ネ ク タ 装 置 で は 、 突 出 部 の 形 状 や 位 置 が ス ト ッ パ 本 体 の 形 状 や  
位 置 な ど の 影 響 を 受 け に く く な り 、 可 動 部 材 の 設 計 の 自 由 度 が 高 ま る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 第 ８ の 特 徴 に よ れ ば 、 第 ７ の 特 徴 に 係 る 回 転 コ ネ ク タ 装 置 に お い て 、 ス ト ッ パ 本 体 は 、  
電 気 ケ ー ブ ル の 状 態 に 応 じ て 電 気 ケ ー ブ ル か ら 径 方 向 の 力 を 受 け る よ う に 電 気 ケ ー ブ ル と  
接 触 可 能 な ケ ー ブ ル 接 触 面 を 含 む 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 第 ８ の 特 徴 に 係 る 回 転 コ ネ ク タ 装 置 で は 、 電 気 ケ ー ブ ル を 利 用 し て 可 動 部 材 を 径 方 向 に  
動 か す こ と が で き 、 構 造 の 簡 素 化 が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 第 ９ の 特 徴 に よ れ ば 、 第 ８ の 特 徴 に 係 る 回 転 コ ネ ク タ 装 置 に お い て 、 突 出 部 は 、 回 転 軸  
線 に 沿 っ て 見 た 場 合 に ケ ー ブ ル 接 触 面 よ り も 径 方 向 内 側 に 設 け ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 第 ９ の 特 徴 に 係 る 回 転 コ ネ ク タ 装 置 で は 、 突 出 部 を ケ ー ブ ル 収 容 空 間 の 外 側 に 配 置 す る  
こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 第 １ ０ の 特 徴 に よ れ ば 、 第 １ ～ 第 ９ の い ず れ か １ つ の 特 徴 に 係 る 回 転 コ ネ ク タ 装 置 に お  
い て 、 突 出 部 は 、 可 動 部 材 が 第 １ 径 方 向 位 置 に あ る 状 態 で 回 転 制 限 部 と 径 方 向 に 離 れ た 位  
置 に 配 置 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 第 １ ０ の 特 徴 に 係 る 回 転 コ ネ ク タ 装 置 で は 、 意 図 せ ず 可 動 部 材 が 回 転 制 限 部 に 接 触 す る  
の を 確 実 に 抑 制 で き る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 第 １ １ の 特 徴 に よ れ ば 、 第 １ ～ 第 １ ０ の い ず れ か １ つ の 特 徴 に 係 る 回 転 コ ネ ク タ 装 置 に  
お い て 、 可 動 部 材 は 、 電 気 ケ ー ブ ル の 状 態 に 応 じ て 第 １ 径 方 向 位 置 お よ び 第 ２ 径 方 向 位 置  
に 移 動 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 第 １ １ の 特 徴 に 係 る 回 転 コ ネ ク タ 装 置 で は 、 電 気 ケ ー ブ ル を 利 用 し て 可 動 部 材 を 第 １ 径  
方 向 位 置 お よ び 第 ２ 径 方 向 位 置 の 方 へ 動 か す こ と が で き 、 構 造 の 簡 素 化 が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 第 １ ２ の 特 徴 に よ れ ば 、 第 １ ～ 第 １ １ の い ず れ か １ つ の 特 徴 に 係 る 回 転 コ ネ ク タ 装 置 に  
お い て 、 第 １ ケ ー ス は 、 ケ ー ブ ル 収 容 空 間 を 部 分 的 に 形 成 す る 内 周 面 を 含 む 。 第 ２ ケ ー ス  
は 、 内 周 面 の 径 方 向 内 側 に 設 け ら れ ケ ー ブ ル 収 容 空 間 を 部 分 的 に 形 成 す る 外 周 面 を 含 む 。  
電 気 ケ ー ブ ル は 、 第 １ ケ ー ス の 内 周 面 に 沿 っ て 巻 か れ る 第 １ 巻 き 部 と 、 第 ２ ケ ー ス の 外 周  
面 に 沿 っ て 巻 か れ る 第 ２ 巻 き 部 と 、 第 １ 巻 き 部 と 第 ２ 巻 き 部 と の 間 に 設 け ら れ 第 １ 巻 き 部  
を 第 ２ 巻 き 部 に 連 結 す る 中 間 部 と 、 を 含 む 。 電 気 ケ ー ブ ル は 、 第 ２ ケ ー ス が 第 １ ケ ー ス に  
対 し て 第 １ 回 転 方 向 に 回 転 す る と 電 気 ケ ー ブ ル の 第 ２ 巻 き 部 が 外 周 面 に 巻 か れ て い る 長 さ  
が 減 る よ う に 、 ケ ー ブ ル 収 容 空 間 内 に 設 け ら れ る 。 電 気 ケ ー ブ ル は 、 第 ２ ケ ー ス が 第 １ ケ  
ー ス に 対 し て 第 １ 回 転 方 向 と は 反 対 の 第 ２ 回 転 方 向 に 回 転 す る と 電 気 ケ ー ブ ル の 第 ２ 巻 き  
部 が 外 周 面 に 巻 か れ て い る 長 さ が 増 え る よ う に 、 ケ ー ブ ル 収 容 空 間 内 に 設 け ら れ る 。 第 ２  
ケ ー ス が 第 １ ケ ー ス に 対 し て 第 １ 回 転 方 向 に 回 転 す る と 、 電 気 ケ ー ブ ル が 可 動 部 材 を 第 １  
径 方 向 位 置 の 方 に 付 勢 す る 付 勢 力 が 小 さ く な る 。 第 ２ ケ ー ス が 第 １ ケ ー ス に 対 し て 第 ２ 回  
転 方 向 に 回 転 す る と 、 電 気 ケ ー ブ ル が 可 動 部 材 を 第 １ 径 方 向 位 置 の 方 に 付 勢 す る 付 勢 力 が  
大 き く な る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 第 １ ２ の 特 徴 に 係 る 回 転 コ ネ ク タ 装 置 で は 、 第 １ ケ ー ス お よ び 第 ２ ケ ー ス の 相 対 回 転 を  
利 用 し て 可 動 部 材 を 第 １ 径 方 向 位 置 お よ び 第 ２ 径 方 向 位 置 の 方 へ 動 か す こ と が で き 、 構 造  
の 簡 素 化 が 可 能 と な る 。
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【 ０ ０ ３ １ 】
　 第 １ ３ の 特 徴 に よ れ ば 、 第 １ ～ 第 １ ２ の い ず れ か １ つ の 特 徴 に 係 る 回 転 コ ネ ク タ 装 置 に  
お い て 、 第 １ ケ ー ス は 、 車 体 に 固 定 さ れ る よ う に 構 成 さ れ る ス テ ー タ で あ る 。 第 ２ ケ ー ス  
は 、 ス テ ー タ に 対 し て 回 転 軸 線 回 り に 回 転 可 能 な ロ テ ー タ で あ る 。 可 動 部 材 は 、 ス ト ッ パ  
回 転 軸 線 回 り に 回 転 可 能 に ロ テ ー タ に 連 結 さ れ る 。 回 転 制 限 部 は 、 ス テ ー タ に 設 け ら れ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 第 １ ３ の 特 徴 に 係 る 回 転 コ ネ ク タ 装 置 で は 、 ス テ ー タ に 設 け る 回 転 制 限 部 に よ り 、 よ り  
大 き な 力 を 受 け る こ と が で き 、 ス ト ッ パ 構 造 の 強 度 を 高 め る こ と が で き る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 本 願 に 開 示 さ れ る 技 術 で あ れ ば 、 簡 素 な 構 造 に よ り ス テ ー タ に 対 す る ロ テ ー タ の 回 転 角  
度 を 所 定 の 回 転 角 度 に 制 限 で き る 回 転 コ ネ ク タ 装 置 を 提 供 で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ４ 】
【 図 １ 】 図 １ は 、 実 施 形 態 に 係 る 回 転 コ ネ ク タ 装 置 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 ２ は 、 図 １ の ラ イ ン I I － I I に お け る 回 転 コ ネ ク タ 装 置 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 ３ は 、 図 １ に 示 さ れ る 回 転 コ ネ ク タ 装 置 の ス ト ッ パ 構 造 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 ４ は 、 図 １ に 示 さ れ る 回 転 コ ネ ク タ 装 置 の 分 解 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 図 ５ は 、 図 ３ に 示 さ れ る ス ト ッ パ 構 造 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 図 ６ は 、 図 ３ に 示 さ れ る ス ト ッ パ 構 造 の 可 動 部 材 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 図 ７ は 、 図 ３ に 示 さ れ る ス ト ッ パ 構 造 の 可 動 部 材 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 図 ８ は 、 図 ３ に 示 さ れ る ス ト ッ パ 構 造 の 平 面 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 図 ９ は 、 図 ３ に 示 さ れ る ス ト ッ パ 構 造 の 平 面 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 図 １ ０ は 、 図 ３ に 示 さ れ る ス ト ッ パ 構 造 の 動 作 説 明 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 図 １ １ は 、 図 ３ に 示 さ れ る ス ト ッ パ 構 造 の 動 作 説 明 図 で あ る 。
【 図 １ ２ 】 図 １ ２ は 、 図 ３ に 示 さ れ る ス ト ッ パ 構 造 の 動 作 説 明 図 で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 以 下 、 実 施 形 態 に つ い て 図 面 を 参 照 し な が ら 説 明 す る 。 図 中 に お い て 同 じ 符 号 は 、 対 応  
す る ま た は 同 一 の 構 成 を 示 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 図 １ に 示 す よ う に 、 回 転 コ ネ ク タ 装 置 １ は 、 第 １ ケ ー ス １ ０ お よ び 第 ２ ケ ー ス ２ ０ を 備  
え る 。 第 １ ケ ー ス １ ０ お よ び 第 ２ ケ ー ス ２ ０ は 、 回 転 軸 線 Ａ １ 回 り に 互 い に 相 対 回 転 可 能  
に 設 け ら れ る 。 本 実 施 形 態 で は 、 例 え ば 、 第 １ ケ ー ス １ ０ は 車 体 に 固 定 さ れ る よ う に 構 成  
さ れ る 。 第 ２ ケ ー ス ２ ０ は ス テ ア リ ン グ ホ イ ー ル と と も に 回 転 す る よ う に 構 成 さ れ る 。 す  
な わ ち 、 第 １ ケ ー ス １ ０ は 、 車 体 に 固 定 さ れ る よ う に 構 成 さ れ る ス テ ー タ で あ る 。 第 ２ ケ  
ー ス ２ ０ は 、 ス テ ー タ に 対 し て 回 転 軸 線 Ａ １ 回 り に 回 転 可 能 な ロ テ ー タ で あ る 。 し た が っ  
て 、 第 １ ケ ー ス １ ０ は 、 ス テ ー タ １ ０ と 称 し 得 る 。 第 ２ ケ ー ス ２ ０ は 、 ロ テ ー タ ２ ０ と 称  
し 得 る 。 し か し 、 第 １ ケ ー ス １ ０ が ロ テ ー タ で あ っ て も よ く 、 第 ２ ケ ー ス ２ ０ が ス テ ー タ  
で あ っ て も よ い 。 す な わ ち 、 本 願 に お い て は 、 ス テ ー タ １ ０ に 設 け ら れ る 構 成 が ロ テ ー タ  
２ ０ に 設 け ら れ て も よ く 、 ロ テ ー タ ２ ０ に 設 け ら れ る 構 成 が ス テ ー タ １ ０ に 設 け ら れ て も  
よ い 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 回 転 コ ネ ク タ 装 置 １ は 、 第 １ 電 気 コ ネ ク タ ３ ０ お よ び 第 ２ 電 気 コ ネ ク タ ４ ０ を 備 え る 。  
第 １ 電 気 コ ネ ク タ ３ ０ は 第 １ ケ ー ス １ ０ に 取 り 付 け ら れ る 。 第 １ 電 気 コ ネ ク タ ３ ０ は 、 回  
転 軸 線 Ａ １ に 沿 っ て 定 義 さ れ る 軸 方 向 Ｄ １ に 第 １ ケ ー ス １ ０ か ら 突 出 す る 。 第 ２ 電 気 コ ネ  
ク タ ４ ０ は 第 ２ ケ ー ス ２ ０ に 取 り 付 け ら れ る 。 第 １ 電 気 コ ネ ク タ ３ ０ は 、 例 え ば 、 車 両 本  
体 に 設 け ら れ る 電 気 機 器 （ 例 え ば 、 制 御 装 置 お よ び バ ッ テ リ ー ） と 電 気 的 に 接 続 さ れ る よ  
う に 構 成 さ れ る 。 第 ２ 電 気 コ ネ ク タ ４ ０ は 、 例 え ば 、 ス テ ア リ ン グ ホ イ ー ル の ス イ ッ チ 類  
や エ ア バ ッ グ 装 置 等 の 電 気 回 路 と 電 気 的 に 接 続 さ れ る よ う に 構 成 さ れ る 。
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【 ０ ０ ３ ８ 】
　 図 ２ に 示 す よ う に 、 第 １ ケ ー ス １ ０ お よ び 第 ２ ケ ー ス ２ ０ は 、 回 転 軸 線 Ａ １ を 取 り 囲 む  
よ う に 設 け ら れ る ケ ー ブ ル 収 容 空 間 ５ ０ を 形 成 す る 。 例 え ば 、 ケ ー ブ ル 収 容 空 間 ５ ０ は 、  
環 状 で あ り 、 回 転 軸 線 Ａ １ に 対 し て 周 方 向 Ｄ ３ に 延 び る 。 回 転 コ ネ ク タ 装 置 １ は 、 電 気 ケ  
ー ブ ル ６ ０ を 備 え る 。 電 気 ケ ー ブ ル ６ ０ は 、 回 転 軸 線 Ａ １ 回 り に 定 義 さ れ る 周 方 向 Ｄ ３ に  
巻 か れ る よ う に ケ ー ブ ル 収 容 空 間 ５ ０ 内 に 設 け ら れ る 。 電 気 ケ ー ブ ル ６ ０ は 、 第 １ 電 気 コ  
ネ ク タ ３ ０ お よ び 第 ２ 電 気 コ ネ ク タ ４ ０ （ 図 １ ） に 電 気 的 に 接 続 さ れ る 。 電 気 ケ ー ブ ル ６  
０ は 、 可 撓 性 を 有 し 、 平 坦 な 形 状 を 有 す る 。 電 気 ケ ー ブ ル ６ ０ は フ レ キ シ ブ ル フ ラ ッ ト ケ  
ー ブ ル と も 称 し 得 る 。 本 実 施 形 態 で は 、 電 気 ケ ー ブ ル ６ ０ は 複 数 の フ ラ ッ ト ケ ー ブ ル ６ １  
を 含 む 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 第 １ ケ ー ス １ ０ は 、 ケ ー ブ ル 収 容 空 間 ５ ０ を 部 分 的 に 形 成 す る 内 周 面 １ ０ Ｂ を 含 む 。 第  
２ ケ ー ス ２ ０ は 、 内 周 面 １ ０ Ｂ の 径 方 向 内 側 に 設 け ら れ ケ ー ブ ル 収 容 空 間 ５ ０ を 部 分 的 に  
形 成 す る 外 周 面 ２ ０ Ｂ を 含 む 。 電 気 ケ ー ブ ル ６ ０ は 、 第 １ 巻 き 部 ６ ０ Ａ 、 第 ２ 巻 き 部 ６ ０  
Ｂ 、 お よ び 中 間 部 ６ ０ Ｃ を 含 む 。 第 １ 巻 き 部 ６ ０ Ａ は 、 第 １ ケ ー ス １ ０ の 内 周 面 １ ０ Ｂ に  
沿 っ て 巻 か れ る 。 第 ２ 巻 き 部 ６ ０ Ｂ は 、 第 ２ ケ ー ス ２ ０ の 外 周 面 ２ ０ Ｂ に 沿 っ て 巻 か れ る  
。 中 間 部 ６ ０ Ｃ は 、 第 １ 巻 き 部 ６ ０ Ａ と 第 ２ 巻 き 部 ６ ０ Ｂ と の 間 に 設 け ら れ 、 第 １ 巻 き 部  
６ ０ Ａ を 第 ２ 巻 き 部 ６ ０ Ｂ に 連 結 す る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 第 １ 巻 き 部 ６ ０ Ａ は 、 第 １ 電 気 コ ネ ク タ ３ ０ に 電 気 的 に 接 続 さ れ る 。 第 ２ 巻 き 部 ６ ０ Ｂ  
は 、 第 ２ 電 気 コ ネ ク タ ４ ０ （ 図 １ ） に 電 気 的 に 接 続 さ れ る 。 中 間 部 ６ ０ Ｃ は 、 第 １ 巻 き 部  
６ ０ Ａ と 第 ２ 巻 き 部 ６ ０ Ｂ と の 間 で た わ ん で い る 。 中 間 部 ６ ０ Ｃ は 、 例 え ば 、 第 １ 回 転 方  
向 Ｄ ２ １ に 突 出 す る 湾 曲 形 状 を 有 す る 。 複 数 の フ ラ ッ ト ケ ー ブ ル ６ １ の そ れ ぞ れ は 、 第 １  
巻 き 部 ６ ０ Ａ 、 第 ２ 巻 き 部 ６ ０ Ｂ 、 お よ び 中 間 部 ６ ０ Ｃ を 含 む 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 電 気 ケ ー ブ ル ６ ０ は 、 第 ２ ケ ー ス ２ ０ が 第 １ ケ ー ス １ ０ に 対 し て 第 １ 回 転 方 向 Ｄ ２ １ に  
回 転 す る と 電 気 ケ ー ブ ル ６ ０ の 第 ２ 巻 き 部 ６ ０ Ｂ が 外 周 面 ２ ０ Ｂ に 巻 か れ て い る 長 さ が 減  
る よ う に 、 ケ ー ブ ル 収 容 空 間 ５ ０ 内 に 設 け ら れ る 。 電 気 ケ ー ブ ル ６ ０ は 、 第 ２ ケ ー ス ２ ０  
が 第 １ ケ ー ス １ ０ に 対 し て 第 １ 回 転 方 向 Ｄ ２ １ と は 反 対 の 第 ２ 回 転 方 向 Ｄ ２ ２ に 回 転 す る  
と 電 気 ケ ー ブ ル ６ ０ の 第 ２ 巻 き 部 ６ ０ Ｂ が 外 周 面 ２ ０ Ｂ に 巻 か れ て い る 長 さ が 増 え る よ う  
に 、 ケ ー ブ ル 収 容 空 間 ５ ０ 内 に 設 け ら れ る 。 言 い 換 え る と 、 電 気 ケ ー ブ ル ６ ０ は 、 第 ２ ケ  
ー ス ２ ０ が 第 １ ケ ー ス １ ０ に 対 し て 第 １ 回 転 方 向 Ｄ ２ １ に 回 転 す る と 電 気 ケ ー ブ ル ６ ０ の  
第 １ 巻 き 部 ６ ０ Ａ が 内 周 面 １ ０ Ｂ に 巻 か れ て い る 長 さ が 増 え る よ う に 、 ケ ー ブ ル 収 容 空 間  
５ ０ 内 に 設 け ら れ る 。 電 気 ケ ー ブ ル ６ ０ は 、 第 ２ ケ ー ス ２ ０ が 第 １ ケ ー ス １ ０ に 対 し て 第  
２ 回 転 方 向 Ｄ ２ ２ に 回 転 す る と 電 気 ケ ー ブ ル ６ ０ の 第 １ 巻 き 部 ６ ０ Ａ が 内 周 面 １ ０ Ｂ に 巻  
か れ て い る 長 さ が 減 る よ う に 、 ケ ー ブ ル 収 容 空 間 ５ ０ 内 に 設 け ら れ る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 し か し 、 第 １ ケ ー ス １ ０ お よ び 第 ２ ケ ー ス ２ ０ が 相 対 回 転 し 過 ぎ る と 、 例 え ば 、 電 気 ケ  
ー ブ ル ６ ０ が 緩 ん で し ま い 、 電 気 ケ ー ブ ル ６ ０ の 中 間 部 ６ ０ Ｃ の 状 態 が 崩 れ る 可 能 性 が あ  
る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 そ こ で 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 回 転 コ ネ ク タ 装 置 １ は 、 第 １ ケ ー ス １ ０ お よ び 第 ２ ケ ー ス  
２ ０ の 相 対 回 転 を 所 定 の 回 転 角 度 に 制 限 す る よ う に 構 成 さ れ る ス ト ッ パ 構 造 ７ ０ を 備 え る  
。 ス ト ッ パ 構 造 ７ ０ は 、 可 動 部 材 ７ １ 、 回 転 制 限 部 ７ ２ 、 お よ び 案 内 部 ７ ３ を 含 む 。 可 動  
部 材 ７ １ は 、 ス ト ッ パ 回 転 軸 線 Ａ ２ 回 り に 回 転 可 能 に ロ テ ー タ ２ ０ に 連 結 さ れ る 。 回 転 制  
限 部 ７ ２ は 、 第 １ ケ ー ス １ ０ に 設 け ら れ る 。 案 内 部 ７ ３ は 、 第 １ ケ ー ス １ ０ に 設 け ら れ る  
。 回 転 制 限 部 ７ ２ は 、 ス テ ー タ １ ０ に 設 け ら れ る 。 案 内 部 ７ ３ は 、 ス テ ー タ １ ０ に 設 け ら  
れ る 。 し か し 、 可 動 部 材 ７ １ は 、 ス テ ー タ １ ０ に 回 転 可 能 に 連 結 さ れ て も よ い 。 回 転 制 限  
部 ７ ２ は 、 ロ テ ー タ ２ ０ に 設 け ら れ て も よ い 。 案 内 部 ７ ３ は 、 ロ テ ー タ ２ ０ に 設 け ら れ て  
も よ い 。
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【 ０ ０ ４ ４ 】
　 図 ４ に 示 す よ う に 、 第 ２ ケ ー ス ２ ０ は 、 第 ２ ケ ー ス 本 体 ２ １ お よ び コ ネ ク タ 支 持 部 ２ ２  
を 含 む 。 コ ネ ク タ 支 持 部 ２ ２ は 、 第 ２ ケ ー ス 本 体 ２ １ と 別 部 材 で あ り 、 第 ２ ケ ー ス 本 体 ２  
１ に 取 り 付 け ら れ る 。 可 動 部 材 ７ １ は 、 ス ト ッ パ 回 転 軸 線 Ａ ２ 回 り に 回 転 可 能 に コ ネ ク タ  
支 持 部 ２ ２ に 連 結 さ れ る 。 ス ト ッ パ 本 体 ７ １ Ａ は 、 ス ト ッ パ 回 転 軸 線 Ａ ２ 回 り に 回 転 可 能  
に コ ネ ク タ 支 持 部 ２ ２ に 連 結 さ れ る 。 ス ト ッ パ 構 造 ７ ０ は 、 ピ ボ ッ ト ピ ン ７ ４ を 含 む 。 ピ  
ボ ッ ト ピ ン ７ ４ は 、 ス ト ッ パ 回 転 軸 線 Ａ ２ 回 り に 回 転 可 能 に 可 動 部 材 ７ １ を 第 ２ ケ ー ス ２  
０ に 連 結 す る 。 コ ネ ク タ 支 持 部 ２ ２ が 第 ２ ケ ー ス 本 体 ２ １ と 単 一 の （ o n e - p i e c e ） 部 材 と  
し て 一 体 に 設 け ら れ て も よ い 。 ピ ボ ッ ト ピ ン ７ ４ は 、 第 ２ ケ ー ス ２ ０ お よ び 可 動 部 材 ７ １  
の 一 方 と 単 一 の 部 材 と し て 一 体 に 設 け ら れ て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 可 動 部 材 ７ １ は 、 ス ト ッ パ 本 体 ７ １ Ａ お よ び 突 出 部 ７ １ Ｂ を 含 む 。 ス ト ッ パ 本 体 ７ １ Ａ  
は 、 ス ト ッ パ 回 転 軸 線 Ａ ２ 回 り に 回 転 可 能 に 第 ２ ケ ー ス ２ ０ に 連 結 さ れ る 。 突 出 部 ７ １ Ｂ  
は 、 ス ト ッ パ 本 体 ７ １ Ａ か ら 回 転 軸 線 Ａ １ に 沿 っ て 定 義 さ れ る 軸 方 向 Ｄ １ に 突 出 す る 。 ス  
ト ッ パ 回 転 軸 線 Ａ ２ は 、 回 転 軸 線 Ａ １ に 平 行 に 配 置 さ れ る 。 し か し 、 ス ト ッ パ 回 転 軸 線 Ａ  
２ は 、 回 転 軸 線 Ａ １ に 非 平 行 に 配 置 さ れ て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 図 ５ に 示 す よ う に 、 可 動 部 材 ７ １ は 、 第 ２ ケ ー ス ２ ０ に 対 し て 第 １ 径 方 向 位 置 Ｐ １ １ お  
よ び 第 ２ 径 方 向 位 置 Ｐ １ ２ の 間 を 回 転 軸 線 Ａ １ に 直 交 す る 径 方 向 Ｄ ４ に 移 動 可 能 で あ る 。  
可 動 部 材 ７ １ は 、 第 ２ ケ ー ス ２ ０ に 対 し て 第 １ 径 方 向 位 置 Ｐ １ １ お よ び 第 ２ 径 方 向 位 置 Ｐ  
１ ２ の 間 を ス ト ッ パ 回 転 軸 線 Ａ ２ 回 り に 回 転 可 能 で あ る 。 第 ２ 径 方 向 位 置 Ｐ １ ２ は 、 第 １  
径 方 向 位 置 Ｐ １ １ よ り も 径 方 向 外 側 に 配 置 さ れ る 。 し か し 、 第 ２ 径 方 向 位 置 Ｐ １ ２ は 、 第  
１ 径 方 向 位 置 Ｐ １ １ よ り も 径 方 向 内 側 に 配 置 さ れ て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 図 ６ お よ び 図 ７ に 示 す よ う に 、 ス ト ッ パ 本 体 ７ １ Ａ は 、 ケ ー ブ ル 接 触 面 ７ ５ を 含 む 。 ケ  
ー ブ ル 接 触 面 ７ ５ は 、 電 気 ケ ー ブ ル ６ ０ （ 例 え ば 、 図 ２ 参 照 ） の 状 態 に 応 じ て 電 気 ケ ー ブ  
ル ６ ０ か ら 径 方 向 の 力 を 受 け る よ う に 電 気 ケ ー ブ ル ６ ０ と 接 触 可 能 で あ る 。 本 実 施 形 態 で  
は 、 ケ ー ブ ル 接 触 面 ７ ５ は 、 第 １ ケ ー ブ ル 接 触 面 ７ ５ Ａ お よ び 第 ２ ケ ー ブ ル 接 触 面 ７ ５ Ｂ  
を 含 む 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 図 ５ に 示 す よ う に 、 第 ２ ケ ー ブ ル 接 触 面 ７ ５ Ｂ は 、 第 １ ケ ー ブ ル 接 触 面 ７ ５ Ａ の 裏 側 に  
配 置 さ れ る 。 第 ２ ケ ー ブ ル 接 触 面 ７ ５ Ｂ は 、 第 １ ケ ー ブ ル 接 触 面 ７ ５ Ａ の 径 方 向 内 側 に 配  
置 さ れ る 。 第 １ ケ ー ブ ル 接 触 面 ７ ５ Ａ は 、 可 動 部 材 ７ １ が 第 １ 径 方 向 位 置 Ｐ １ １ に あ る 状  
態 で 径 方 向 外 側 を 向 く よ う に 構 成 さ れ る 。 第 ２ ケ ー ブ ル 接 触 面 ７ ５ Ｂ は 、 可 動 部 材 ７ １ が  
第 １ 径 方 向 位 置 Ｐ １ １ に あ る 状 態 で 径 方 向 内 側 を 向 く よ う に 構 成 さ れ る 。 第 １ ケ ー ブ ル 接  
触 面 ７ ５ Ａ は 、 電 気 ケ ー ブ ル ６ ０ か ら 径 方 向 内 側 へ 付 勢 力 を 受 け る よ う に 電 気 ケ ー ブ ル ６  
０ と 接 触 可 能 で あ る 。 第 ２ ケ ー ブ ル 接 触 面 ７ ５ Ｂ は 、 電 気 ケ ー ブ ル ６ ０ か ら 径 方 向 外 側 へ  
付 勢 力 を 受 け る よ う に 電 気 ケ ー ブ ル ６ ０ と 接 触 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 突 出 部 ７ １ Ｂ は 、 回 転 軸 線 Ａ １ に 沿 っ て 見 た 場 合 に ケ ー ブ ル 接 触 面 ７ ５ よ り も 径 方 向 内  
側 に 設 け ら れ る 。 突 出 部 ７ １ Ｂ は 、 回 転 軸 線 Ａ １ に 沿 っ て 見 た 場 合 に 第 １ ケ ー ブ ル 接 触 面  
７ ５ Ａ よ り も 径 方 向 内 側 に 設 け ら れ る 。 突 出 部 ７ １ Ｂ は 、 回 転 軸 線 Ａ １ に 沿 っ て 見 た 場 合  
に 第 ２ ケ ー ブ ル 接 触 面 ７ ５ Ｂ よ り も 径 方 向 内 側 に 設 け ら れ る 。 し か し 、 突 出 部 ７ １ Ｂ は 、  
回 転 軸 線 Ａ １ に 沿 っ て 見 た 場 合 に ケ ー ブ ル 接 触 面 ７ ５ と 同 じ 径 方 向 位 置 に 設 け ら れ て も よ  
い し 、 ケ ー ブ ル 接 触 面 ７ ５ よ り も 径 方 向 外 側 に 設 け ら れ て も よ い 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 図 ８ に 示 す よ う に 、 回 転 制 限 部 ７ ２ は 、 可 動 部 材 ７ １ が 第 ２ 径 方 向 位 置 Ｐ １ ２ に あ る 状  
態 で 第 １ ケ ー ス １ ０ お よ び 第 ２ ケ ー ス ２ ０ の 相 対 回 転 を 制 限 す る よ う に 可 動 部 材 ７ １ と 周  
方 向 Ｄ ３ に 接 触 可 能 で あ る 。 突 出 部 ７ １ Ｂ は 、 回 転 制 限 部 ７ ２ と 周 方 向 Ｄ ３ に 接 触 可 能 で  
あ る 。 回 転 制 限 部 ７ ２ は 、 可 動 部 材 ７ １ と 周 方 向 Ｄ ３ に 接 触 可 能 な ス ト ッ パ 面 ７ ２ Ａ を 含  
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む 。 ス ト ッ パ 面 ７ ２ Ａ は 、 周 方 向 Ｄ ３ を 向 く よ う に 配 置 さ れ る 。 ス ト ッ パ 面 ７ ２ Ａ は 、 第  
２ 回 転 方 向 Ｄ ２ ２ を 向 く よ う に 配 置 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 可 動 部 材 ７ １ が 第 ２ 径 方 向 位 置 Ｐ １ ２ に あ る 状 態 で 、 突 出 部 ７ １ Ｂ は 、 回 転 制 限 部 ７ ２  
と 周 方 向 Ｄ ３ に 接 触 可 能 で あ る 。 可 動 部 材 ７ １ が 第 ２ 径 方 向 位 置 Ｐ １ ２ に あ る 状 態 で 、 突  
出 部 ７ １ Ｂ の 径 方 向 位 置 は 、 回 転 制 限 部 ７ ２ の 径 方 向 位 置 と 概 ね 同 じ で あ る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 突 出 部 ７ １ Ｂ は 、 可 動 部 材 ７ １ が 第 １ 径 方 向 位 置 Ｐ １ １ に あ る 状 態 で 回 転 制 限 部 ７ ２ と  
径 方 向 に 離 れ た 位 置 に 配 置 さ れ る 。 可 動 部 材 ７ １ が 第 １ 径 方 向 位 置 Ｐ １ １ に あ る 状 態 で 、  
突 出 部 ７ １ Ｂ の 径 方 向 位 置 は 、 回 転 制 限 部 ７ ２ の 径 方 向 位 置 と 異 な る 。 本 実 施 形 態 で は 、  
可 動 部 材 ７ １ が 第 １ 径 方 向 位 置 Ｐ １ １ に あ る 状 態 で 、 突 出 部 ７ １ Ｂ は 、 回 転 制 限 部 ７ ２ よ  
り も 径 方 向 内 側 に 配 置 さ れ る 。 し か し 、 可 動 部 材 ７ １ が 第 １ 径 方 向 位 置 Ｐ １ １ に あ る 状 態  
で 、 突 出 部 ７ １ Ｂ が 回 転 制 限 部 ７ ２ よ り も 径 方 向 外 側 に 配 置 さ れ て も よ い 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 第 １ ケ ー ス １ ０ は 、 環 状 溝 １ ５ を 含 む 。 突 出 部 ７ １ Ｂ は 、 可 動 部 材 ７ １ が 第 １ 径 方 向 位  
置 Ｐ １ １ に あ る 状 態 で 環 状 溝 １ ５ 内 に 配 置 さ れ る 。 し た が っ て 、 可 動 部 材 ７ １ が 第 １ 径 方  
向 位 置 Ｐ １ １ に あ る 状 態 で 、 第 ２ ケ ー ス ２ ０ は 第 １ ケ ー ス １ ０ に 対 し て 第 １ 回 転 方 向 Ｄ ２  
１ お よ び 第 ２ 回 転 方 向 Ｄ ２ ２ に 回 転 可 能 で あ る 。 可 動 部 材 ７ １ が 径 方 向 外 側 に 付 勢 さ れ る  
状 態 で 第 ２ ケ ー ス ２ ０ が 第 １ ケ ー ス １ ０ に 対 し て 第 １ 回 転 方 向 Ｄ ２ １ に 回 転 す る と 、 可 動  
部 材 ７ １ の 突 出 部 ７ １ Ｂ が 回 転 制 限 部 ７ ２ の ス ト ッ パ 面 ７ ２ Ａ と 接 触 し 、 第 ２ ケ ー ス ２ ０  
の 第 １ ケ ー ス １ ０ に 対 す る 第 １ 回 転 方 向 Ｄ ２ １ へ の 回 転 は 停 止 す る 。 一 方 、 ス ト ッ パ 面 ７  
２ Ａ が 第 ２ 回 転 方 向 Ｄ ２ ２ を 向 い て い る の で 、 可 動 部 材 ７ １ が 径 方 向 外 側 に 付 勢 さ れ る 状  
態 で 第 ２ ケ ー ス ２ ０ が 第 １ ケ ー ス １ ０ に 対 し て 第 ２ 回 転 方 向 Ｄ ２ ２ に 回 転 し て も 、 第 ２ ケ  
ー ス ２ ０ の 第 １ ケ ー ス １ ０ に 対 す る 第 ２ 回 転 方 向 Ｄ ２ ２ へ の 回 転 は 制 限 さ れ な い 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 図 ９ に 示 す よ う に 、 案 内 部 ７ ３ は 、 可 動 部 材 ７ １ を 第 １ 径 方 向 位 置 Ｐ １ １ の 方 へ 案 内 す  
る よ う に 可 動 部 材 ７ １ と 接 触 可 能 で あ る 。 例 え ば 、 可 動 部 材 ７ １ が 第 １ 径 方 向 位 置 Ｐ １ １  
と 第 ２ 径 方 向 位 置 Ｐ １ ２ と の 概 ね 中 間 に 位 置 す る 中 間 位 置 Ｐ １ ３ に あ る 状 態 で 、 案 内 部 ７  
３ は 、 可 動 部 材 ７ １ を 第 １ 径 方 向 位 置 Ｐ １ １ の 方 へ 案 内 す る よ う に 可 動 部 材 ７ １ と 接 触 可  
能 で あ る 。 可 動 部 材 ７ １ が 第 １ 径 方 向 位 置 Ｐ １ １ と 中 間 位 置 Ｐ １ ３ と の 間 に あ る 状 態 で 、  
案 内 部 ７ ３ は 、 可 動 部 材 ７ １ を 第 １ 径 方 向 位 置 Ｐ １ １ の 方 へ 案 内 す る よ う に 可 動 部 材 ７ １  
と 接 触 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 回 転 制 限 部 ７ ２ は 、 案 内 部 ７ ３ の 径 方 向 外 側 に 配 置 さ れ る 。 案 内 部 ７ ３ は 、 ス ト ッ パ 面  
７ ２ Ａ か ら 周 方 向 Ｄ ３ に 突 出 す る 。 案 内 部 ７ ３ は 、 回 転 軸 線 Ａ １ に 沿 っ て 見 た 場 合 に 周 方  
向 Ｄ ３ に 対 し て 傾 斜 す る 案 内 面 ７ ３ Ａ を 含 む 。 案 内 面 ７ ３ Ａ は 、 径 方 向 内 側 を 向 く よ う に  
配 置 さ れ る 。 し か し 、 案 内 部 ７ ３ は 、 ス ト ッ パ 面 ７ ２ Ａ か ら 周 方 向 Ｄ ３ に 突 出 し て い な く  
て も よ い 。 案 内 面 ７ ３ Ａ が ス ト ッ パ 面 ７ ２ Ａ か ら 径 方 向 内 側 に 延 び る よ う に 構 成 さ れ て も  
よ い 。 ま た 、 本 実 施 形 態 で は 、 案 内 面 ７ ３ Ａ は 、 平 面 で あ る が 、 曲 面 で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 案 内 部 ７ ３ は 、 可 動 部 材 ７ １ が 第 ２ 径 方 向 位 置 Ｐ １ ２ に あ る 状 態 で 可 動 部 材 ７ １ が 第 １  
径 方 向 位 置 Ｐ １ １ の 方 へ 移 動 す る の を 制 限 す る よ う に 構 成 さ れ る 。 ス ト ッ パ 構 造 ７ ０ は 、  
回 転 制 限 部 ７ ２ お よ び 案 内 部 ７ ３ に よ り 定 義 さ れ る ス ト ッ パ 溝 ７ ２ Ｂ を 含 む 。 可 動 部 材 ７  
１ が 回 転 制 限 部 ７ ２ と 接 触 す る 状 態 で 可 動 部 材 ７ １ が 少 な く と も 部 分 的 に ス ト ッ パ 溝 ７ ２  
Ｂ に 挿 入 さ れ る 。 突 出 部 ７ １ Ｂ が 回 転 制 限 部 ７ ２ と 接 触 す る 状 態 で 突 出 部 ７ １ Ｂ が 部 分 的  
に ス ト ッ パ 溝 ７ ２ Ｂ に 挿 入 さ れ る 。 案 内 部 ７ ３ が ス ト ッ パ 面 ７ ２ Ａ か ら 周 方 向 Ｄ ３ に 突 出  
し て い な い 場 合 、 ス ト ッ パ 溝 ７ ２ Ｂ は 省 略 さ れ 得 る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 本 実 施 形 態 で は 、 案 内 部 ７ ３ は 、 制 限 面 ７ ３ Ｂ を 含 む 。 制 限 面 ７ ３ Ｂ は 、 径 方 向 外 側 を  
向 く よ う に 配 置 さ れ る 。 制 限 面 ７ ３ Ｂ は 、 案 内 面 ７ ３ Ａ の 裏 側 に 設 け ら れ る 。 制 限 面 ７ ３  



10

20

30

40

50

JP 7654660 B2 2025.4.1(10)

Ｂ は 、 ス ト ッ パ 面 ７ ２ Ａ か ら 周 方 向 Ｄ ３ に 延 び る 。 回 転 制 限 部 ７ ２ は 、 突 出 部 ７ １ Ｂ を ス  
ト ッ パ 面 ７ ２ Ａ に 導 入 す る よ う に 構 成 さ れ る 導 入 面 ７ ２ Ｃ を 含 む 。 導 入 面 ７ ２ Ｃ は 、 ス ト  
ッ パ 面 ７ ２ Ａ か ら 周 方 向 Ｄ ３ に 延 び る 。 制 限 面 ７ ３ Ｂ は 、 導 入 面 ７ ２ Ｃ か ら 周 方 向 Ｄ ３ に  
延 び 、 導 入 面 ７ ２ Ｃ と 径 方 向 に 間 隔 を 空 け て 配 置 さ れ る 。 ス ト ッ パ 面 ７ ２ Ａ 、 導 入 面 ７ ２  
Ｃ 、 お よ び 制 限 面 ７ ３ Ｂ に よ り ス ト ッ パ 溝 ７ ２ Ｂ が 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 図 １ ０ は 、 第 ２ ケ ー ス ２ ０ が 第 １ ケ ー ス １ ０ に 対 し て 中 立 位 置 Ｐ １ ０ に あ る 状 態 を 示 す  
。 図 １ １ は 、 第 ２ ケ ー ス ２ ０ が 第 １ ケ ー ス １ ０ に 対 し て 中 立 位 置 Ｐ １ ０ か ら 第 １ 回 転 方 向  
Ｄ ２ １ へ ３ ６ ０ 度 回 転 し た 状 態 を 示 す 。 図 １ ２ は 、 第 ２ ケ ー ス ２ ０ が 第 １ ケ ー ス １ ０ に 対  
し て 中 立 位 置 Ｐ １ ０ か ら 第 １ 回 転 方 向 Ｄ ２ １ へ ７ ２ ０ 度 回 転 し た 状 態 を 示 す 。 電 気 ケ ー ブ  
ル ６ ０ は ４ 枚 の フ ラ ッ ト ケ ー ブ ル ６ １ か ら 構 成 さ れ る が 、 図 １ ０ ～ 図 １ ２ で は 電 気 ケ ー ブ  
ル ６ ０ を 簡 略 化 し て 示 し て い る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 図 １ ０ に 示 す よ う に 、 第 ２ ケ ー ス ２ ０ が 第 １ ケ ー ス １ ０ に 対 し て 中 立 位 置 Ｐ １ ０ に あ る  
状 態 で は 、 電 気 ケ ー ブ ル ６ ０ の 第 ２ 巻 き 部 ６ ０ Ｂ が 外 周 面 ２ ０ Ｂ に ２ ～ ３ 周 程 度 巻 か れ て  
い る の で 、 可 動 部 材 ７ １ は 、 電 気 ケ ー ブ ル ６ ０ に よ り 径 方 向 内 側 へ 付 勢 さ れ る 。 一 方 、 可  
動 部 材 ７ １ は 電 気 ケ ー ブ ル ６ ０ の 導 出 部 ６ ０ Ｄ に よ り 径 方 向 外 側 に 付 勢 さ れ る が 、 可 動 部  
材 ７ １ の 径 方 向 外 側 に 配 置 さ れ る 第 ２ 巻 き 部 ６ ０ Ｂ の 枚 数 の 方 が 可 動 部 材 ７ １ の 径 方 向 内  
側 に 配 置 さ れ る 導 出 部 ６ ０ Ｄ の 枚 数 よ り も 多 い 。 し た が っ て 、 第 ２ ケ ー ス ２ ０ が 第 １ ケ ー  
ス １ ０ に 対 し て 中 立 位 置 Ｐ １ ０ に あ る 状 態 で は 、 可 動 部 材 ７ １ は 電 気 ケ ー ブ ル ６ ０ の 付 勢  
力 に よ り 第 １ 径 方 向 位 置 Ｐ １ １ に 保 持 さ れ る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 図 １ ０ ～ 図 １ ２ に 示 す よ う に 、 可 動 部 材 ７ １ は 、 電 気 ケ ー ブ ル ６ ０ の 状 態 に 応 じ て 第 １  
径 方 向 位 置 Ｐ １ １ お よ び 第 ２ 径 方 向 位 置 Ｐ １ ２ に 移 動 可 能 で あ る 。 第 ２ ケ ー ス ２ ０ が 第 １  
ケ ー ス １ ０ に 対 し て 第 １ 回 転 方 向 Ｄ ２ １ に 回 転 す る と 、 電 気 ケ ー ブ ル ６ ０ が 可 動 部 材 ７ １  
を 第 １ 径 方 向 位 置 Ｐ １ １ の 方 に 付 勢 す る 付 勢 力 が 小 さ く な る 。 第 ２ ケ ー ス ２ ０ が 第 １ ケ ー  
ス １ ０ に 対 し て 第 ２ 回 転 方 向 Ｄ ２ ２ に 回 転 す る と 、 電 気 ケ ー ブ ル ６ ０ が 可 動 部 材 ７ １ を 第  
１ 径 方 向 位 置 Ｐ １ １ の 方 に 付 勢 す る 付 勢 力 が 大 き く な る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 具 体 的 に は 、 前 述 の よ う に 、 第 ２ ケ ー ス ２ ０ が 第 １ ケ ー ス １ ０ に 対 し て 第 １ 回 転 方 向 Ｄ  
２ １ に 回 転 す る と 、 電 気 ケ ー ブ ル ６ ０ の 第 ２ 巻 き 部 ６ ０ Ｂ が 外 周 面 ２ ０ Ｂ に 巻 か れ て い る  
長 さ が 減 る 。 一 方 、 第 ２ ケ ー ス ２ ０ が 第 １ ケ ー ス １ ０ に 対 し て 第 １ 回 転 方 向 Ｄ ２ １ に 回 転  
す る と 、 第 ２ 巻 き 部 ６ ０ Ｂ が 外 周 面 ２ ０ Ｂ に 巻 か れ て い る 長 さ が 減 る 分 だ け 、 電 気 ケ ー ブ  
ル ６ ０ の 第 １ 巻 き 部 ６ ０ Ａ が 内 周 面 １ ０ Ｂ に 巻 か れ て い る 長 さ が 増 え る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 図 １ １ に 示 す よ う に 、 第 ２ ケ ー ス ２ ０ が 第 １ ケ ー ス １ ０ に 対 し て 中 立 位 置 Ｐ １ ０ か ら 第  
１ 回 転 方 向 Ｄ ２ １ へ ３ ６ ０ 度 回 転 す る と 、 中 立 位 置 Ｐ １ ０ に 比 べ て 、 外 周 面 ２ ０ Ｂ に 巻 か  
れ て い る 第 ２ 巻 き 部 ６ ０ Ｂ の 枚 数 が 減 る 。 こ れ に よ り 、 電 気 ケ ー ブ ル ６ ０ の 径 方 向 内 側 へ  
の 付 勢 力 が 弱 ま り 、 製 品 の 個 体 差 や 寸 法 誤 差 な ど に 起 因 す る 第 ２ ケ ー ス ２ ０ に 対 す る 可 動  
部 材 ７ １ の 微 小 な 移 動 に よ り 、 意 図 し な い 状 態 で 可 動 部 材 ７ １ が 回 転 制 限 部 ７ ２ と 接 触 す  
る 可 能 性 が あ る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 し か し 、 図 ９ に 示 す よ う に 、 例 え ば 、 可 動 部 材 ７ １ が 第 １ 径 方 向 位 置 Ｐ １ １ と 中 間 位 置  
Ｐ １ ３ と の 間 に あ る 状 態 で は 、 可 動 部 材 ７ １ の 突 出 部 ７ １ Ｂ が 案 内 部 ７ ３ の 案 内 面 ７ ３ Ａ  
と 接 触 す る 。 し た が っ て 、 可 動 部 材 ７ １ は 第 １ 径 方 向 位 置 Ｐ １ １ の 方 へ 案 内 さ れ 、 第 ２ ケ  
ー ス ２ ０ の 第 １ ケ ー ス １ ０ に 対 す る 第 １ 回 転 方 向 Ｄ ２ １ へ の 回 転 が ス ト ッ パ 構 造 ７ ０ に よ  
り 制 限 さ れ る の を 抑 制 で き る 。 す な わ ち 、 図 １ １ に 示 す 程 度 の 相 対 回 転 角 度 で は 、 ス ト ッ  
パ 構 造 ７ ０ は 作 動 し な い 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 図 １ ２ に 示 す よ う に 、 第 ２ ケ ー ス ２ ０ が 第 １ ケ ー ス １ ０ に 対 し て 中 立 位 置 Ｐ １ ０ か ら 第  
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１ 回 転 方 向 Ｄ ２ １ へ ７ ２ ０ 度 回 転 す る と 、 中 立 位 置 Ｐ １ ０ か ら ３ ６ ０ 度 回 転 し た 場 合 に 比  
べ て 、 外 周 面 ２ ０ Ｂ に 巻 か れ て い る 第 ２ 巻 き 部 ６ ０ Ｂ の 枚 数 が さ ら に 減 る 。 本 実 施 形 態 で  
は 、 第 ２ ケ ー ス ２ ０ が 第 １ ケ ー ス １ ０ に 対 し て 中 立 位 置 Ｐ １ ０ か ら 第 １ 回 転 方 向 Ｄ ２ １ へ  
７ ２ ０ 度 回 転 す る と 、 外 周 面 ２ ０ Ｂ に 巻 か れ て い る 第 ２ 巻 き 部 ６ ０ Ｂ の 枚 数 が ゼ ロ に な る  
。 一 方 、 電 気 ケ ー ブ ル ６ ０ の 導 出 部 ６ ０ Ｄ に よ り 可 動 部 材 ７ １ が 径 方 向 外 側 へ 付 勢 さ れ る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 図 ５ お よ び 図 １ ２ に 示 す よ う に 、 電 気 ケ ー ブ ル ６ ０ の 導 出 部 ６ ０ Ｄ に よ り 可 動 部 材 ７ １  
が 径 方 向 外 側 へ 付 勢 さ れ る 状 態 で 、 第 ２ ケ ー ス ２ ０ が 第 １ ケ ー ス １ ０ に 対 し て さ ら に 回 転  
す る と 、 可 動 部 材 ７ １ の 突 出 部 ７ １ Ｂ が 回 転 制 限 部 ７ ２ の ス ト ッ パ 面 ７ ２ Ａ と 接 触 し 、 第  
１ 回 転 方 向 Ｄ ２ １ に お け る 第 ２ ケ ー ス ２ ０ の 第 １ ケ ー ス １ ０ 対 す る 回 転 が 停 止 す る 。 本 実  
施 形 態 で は 、 例 え ば 、 第 １ 回 転 方 向 Ｄ ２ １ に お け る 第 ２ ケ ー ス ２ ０ の 第 １ ケ ー ス １ ０ 対 す  
る 回 転 角 度 が 、 ス ト ッ パ 構 造 ７ ０ に よ り 概 ね ７ ２ ０ 度 に 制 限 さ れ る 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 一 方 、 第 ２ ケ ー ス ２ ０ が 第 １ ケ ー ス １ ０ に 対 し て 第 ２ 回 転 方 向 Ｄ ２ ２ へ 回 転 す る と 、 電  
気 ケ ー ブ ル ６ ０ の 第 ２ 巻 き 部 ６ ０ Ｂ が 外 周 面 ２ ０ Ｂ に 巻 か れ て い る 長 さ が 増 え る の で 、 可  
動 部 材 ７ １ は 第 １ 径 方 向 位 置 Ｐ １ １ に 保 持 さ れ る 。 ま た 、 図 ８ に 示 す よ う に 、 ス ト ッ パ 面  
７ ２ Ａ が 第 ２ 回 転 方 向 Ｄ ２ ２ を 向 い て い る の で 、 第 ２ ケ ー ス ２ ０ が 第 １ ケ ー ス １ ０ に 対 し  
て 第 ２ 回 転 方 向 Ｄ ２ ２ へ 回 転 し て も 、 可 動 部 材 ７ １ の 突 出 部 ７ １ Ｂ は 回 転 制 限 部 ７ ２ の ス  
ト ッ パ 面 ７ ２ Ａ と 接 触 し な い 。 し た が っ て 、 第 ２ ケ ー ス ２ ０ が 第 １ ケ ー ス １ ０ に 対 し て 第  
２ 回 転 方 向 Ｄ ２ ２ へ 回 転 す る 場 合 は 、 ス ト ッ パ 構 造 ７ ０ は 作 動 し な い 。 こ の 場 合 、 第 ２ ケ  
ー ス ２ ０ が 第 １ ケ ー ス １ ０ に 対 し て 第 ２ 回 転 方 向 Ｄ ２ ２ へ 回 転 す る と 、 電 気 ケ ー ブ ル ６ ０  
が 第 １ ケ ー ス １ ０ お よ び 第 ２ ケ ー ス ２ ０ の 間 で 引 っ 張 ら れ る 状 態 で 第 １ ケ ー ス １ ０ に 対 す  
る 第 ２ ケ ー ス ２ ０ の 回 転 は 停 止 す る 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 回 転 コ ネ ク タ 装 置 １ の 特 徴 を 以 下 に ま と め る 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
（ １ ） 回 転 コ ネ ク タ 装 置 １ は 、 第 １ ケ ー ス １ ０ 、 第 ２ ケ ー ス ２ ０ 、 電 気 ケ ー ブ ル ６ ０ 、 お  
よ び ス ト ッ パ 構 造 ７ ０ を 備 え る 。 第 １ ケ ー ス １ ０ お よ び 第 ２ ケ ー ス ２ ０ は 、 回 転 軸 線 Ａ １  
回 り に 互 い に 相 対 回 転 可 能 に 設 け ら れ 、 回 転 軸 線 Ａ １ を 取 り 囲 む よ う に 設 け ら れ る ケ ー ブ  
ル 収 容 空 間 ５ ０ を 形 成 す る 。 電 気 ケ ー ブ ル ６ ０ は 、 回 転 軸 線 Ａ １ 回 り に 定 義 さ れ る 周 方 向  
Ｄ ３ に 巻 か れ る よ う に ケ ー ブ ル 収 容 空 間 ５ ０ 内 に 設 け ら れ る 。 ス ト ッ パ 構 造 ７ ０ は 、 第 １  
ケ ー ス １ ０ お よ び 第 ２ ケ ー ス ２ ０ の 相 対 回 転 を 所 定 の 回 転 角 度 に 制 限 す る よ う に 構 成 さ れ  
る 。 ス ト ッ パ 構 造 ７ ０ は 、 可 動 部 材 ７ １ 、 回 転 制 限 部 ７ ２ 、 お よ び 案 内 部 ７ ３ を 含 む 。 可  
動 部 材 ７ １ は 、 第 ２ ケ ー ス ２ ０ に 対 し て 第 １ 径 方 向 位 置 Ｐ １ １ お よ び 第 ２ 径 方 向 位 置 Ｐ １  
２ の 間 を 回 転 軸 線 Ａ １ に 直 交 す る 径 方 向 に 移 動 可 能 で あ る 。 回 転 制 限 部 ７ ２ は 、 第 １ ケ ー  
ス １ ０ に 設 け ら れ 、 可 動 部 材 ７ １ が 第 ２ 径 方 向 位 置 Ｐ １ ２ に あ る 状 態 で 第 １ ケ ー ス １ ０ お  
よ び 第 ２ ケ ー ス ２ ０ の 相 対 回 転 を 制 限 す る よ う に 可 動 部 材 ７ １ と 周 方 向 Ｄ ３ に 接 触 可 能 で  
あ る 。 案 内 部 ７ ３ は 、 第 １ ケ ー ス １ ０ に 設 け ら れ 、 可 動 部 材 ７ １ を 第 １ 径 方 向 位 置 Ｐ １ １  
の 方 へ 案 内 す る よ う に 可 動 部 材 ７ １ と 接 触 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
　 回 転 コ ネ ク タ 装 置 １ で は 、 例 え ば 、 可 動 部 材 ７ １ が 第 ２ 径 方 向 位 置 Ｐ １ ２ 以 外 の 位 置 に  
あ る 状 態 で 可 動 部 材 ７ １ が 案 内 部 ７ ３ に 接 触 す る と 、 案 内 部 ７ ３ に よ り 可 動 部 材 ７ １ が 第  
１ 径 方 向 位 置 Ｐ １ １ の 方 へ 案 内 さ れ る 。 し た が っ て 、 製 品 の 個 体 差 や 寸 法 誤 差 な ど に 起 因  
す る 第 ２ ケ ー ス ２ ０ に 対 す る 可 動 部 材 ７ １ の 微 小 な 移 動 に よ り 、 意 図 し な い 状 態 で 可 動 部  
材 ７ １ が 回 転 制 限 部 ７ ２ と 接 触 し て 第 １ ケ ー ス １ ０ お よ び 第 ２ ケ ー ス ２ ０ の 相 対 回 転 が 制  
限 さ れ る の を 抑 制 で き る 。 す な わ ち 、 製 品 の 個 体 差 や 寸 法 誤 差 な ど に 起 因 す る ス ト ッ パ 構  
造 ７ ０ の 誤 作 動 を 抑 制 す る 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
（ ２ ） 回 転 制 限 部 ７ ２ は 、 案 内 部 ７ ３ の 径 方 向 外 側 に 配 置 さ れ る 。 こ れ に よ り 、 よ り 大 き  
な 回 転 力 を 回 転 制 限 部 ７ ２ で 受 け る こ と が で き 、 ス ト ッ パ 構 造 ７ ０ の 強 度 を 高 め る こ と が  
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で き る 。
【 ０ ０ ７ １ 】
（ ３ ） 回 転 制 限 部 ７ ２ は 、 可 動 部 材 ７ １ と 周 方 向 Ｄ ３ に 接 触 可 能 な ス ト ッ パ 面 ７ ２ Ａ を 含  
む 。 案 内 部 ７ ３ は 、 ス ト ッ パ 面 ７ ２ Ａ か ら 周 方 向 Ｄ ３ に 突 出 す る 。 し た が っ て 、 案 内 部 ７  
３ に よ り 可 動 部 材 ７ １ を 第 １ 径 方 向 位 置 Ｐ １ １ の 方 へ 確 実 に 案 内 で き る 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
（ ４ ） 案 内 部 ７ ３ は 、 回 転 軸 線 Ａ １ に 沿 っ て 見 た 場 合 に 周 方 向 Ｄ ３ に 対 し て 傾 斜 す る 案 内  
面 ７ ３ Ａ を 含 む 。 し た が っ て 、 案 内 面 ７ ３ Ａ に よ り 可 動 部 材 ７ １ を 第 １ 径 方 向 位 置 Ｐ １ １  
の 方 へ よ り 確 実 に 案 内 で き る 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
（ ５ ） 案 内 部 ７ ３ は 、 可 動 部 材 ７ １ が 第 ２ 径 方 向 位 置 Ｐ １ ２ に あ る 状 態 で 可 動 部 材 ７ １ が  
第 １ 径 方 向 位 置 Ｐ １ １ の 方 へ 移 動 す る の を 制 限 す る よ う に 構 成 さ れ る 。 し た が っ て 、 例 え  
ば 、 可 動 部 材 ７ １ が 第 ２ 径 方 向 位 置 Ｐ １ ２ に お い て 回 転 制 限 部 ７ ２ と 接 触 す る 状 態 で 、 可  
動 部 材 ７ １ と 回 転 制 限 部 ７ ２ と の 接 触 状 態 を 安 定 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ７ ４ 】
（ ６ ） ス ト ッ パ 構 造 ７ ０ は 、 可 動 部 材 ７ １ が 回 転 制 限 部 ７ ２ と 接 触 す る 状 態 で 可 動 部 材 ７  
１ が 少 な く と も 部 分 的 に 挿 入 さ れ る ス ト ッ パ 溝 ７ ２ Ｂ を 含 む 。 し た が っ て 、 例 え ば 、 可 動  
部 材 ７ １ が 第 ２ 径 方 向 位 置 Ｐ １ ２ に お い て 回 転 制 限 部 ７ ２ と 接 触 す る 状 態 で 、 可 動 部 材 ７  
１ と 回 転 制 限 部 ７ ２ と の 接 触 状 態 を よ り 安 定 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ７ ５ 】
（ ７ ） 可 動 部 材 ７ １ は 、 ス ト ッ パ 回 転 軸 線 Ａ ２ 回 り に 回 転 可 能 に 第 ２ ケ ー ス ２ ０ に 連 結 さ  
れ る ス ト ッ パ 本 体 ７ １ Ａ と 、 ス ト ッ パ 本 体 ７ １ Ａ か ら 回 転 軸 線 Ａ １ に 沿 っ て 定 義 さ れ る 軸  
方 向 Ｄ １ に 突 出 し 回 転 制 限 部 ７ ２ と 周 方 向 Ｄ ３ に 接 触 可 能 な 突 出 部 ７ １ Ｂ と 、 を 含 む 。 こ  
れ に よ り 、 突 出 部 ７ １ Ｂ の 形 状 や 位 置 が ス ト ッ パ 本 体 ７ １ Ａ の 形 状 や 位 置 な ど の 影 響 を 受  
け に く く な り 、 可 動 部 材 ７ １ の 設 計 の 自 由 度 が 高 ま る 。
【 ０ ０ ７ ６ 】
（ ８ ） ス ト ッ パ 本 体 ７ １ Ａ は 、 電 気 ケ ー ブ ル ６ ０ の 状 態 に 応 じ て 電 気 ケ ー ブ ル ６ ０ か ら 径  
方 向 の 力 を 受 け る よ う に 電 気 ケ ー ブ ル ６ ０ と 接 触 可 能 な ケ ー ブ ル 接 触 面 ７ ５ を 含 む 。 こ れ  
に よ り 、 電 気 ケ ー ブ ル ６ ０ を 利 用 し て 可 動 部 材 ７ １ を 径 方 向 に 動 か す こ と が で き 、 構 造 の  
簡 素 化 が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ７ ７ 】
（ ９ ） 突 出 部 ７ １ Ｂ は 、 回 転 軸 線 Ａ １ に 沿 っ て 見 た 場 合 に ケ ー ブ ル 接 触 面 ７ ５ よ り も 径 方  
向 内 側 に 設 け ら れ る 。 こ れ に よ り 、 突 出 部 ７ １ Ｂ を ケ ー ブ ル 収 容 空 間 ５ ０ の 外 側 に 配 置 す  
る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ７ ８ 】
（ １ ０ ） 突 出 部 ７ １ Ｂ は 、 可 動 部 材 ７ １ が 第 １ 径 方 向 位 置 Ｐ １ １ に あ る 状 態 で 回 転 制 限 部  
７ ２ と 径 方 向 に 離 れ た 位 置 に 配 置 さ れ る 。 し た が っ て 、 意 図 せ ず 可 動 部 材 ７ １ が 回 転 制 限  
部 ７ ２ に 接 触 す る の を 確 実 に 抑 制 で き る 。
【 ０ ０ ７ ９ 】
（ １ １ ） 可 動 部 材 ７ １ は 、 電 気 ケ ー ブ ル ６ ０ の 状 態 に 応 じ て 第 １ 径 方 向 位 置 Ｐ １ １ お よ び  
第 ２ 径 方 向 位 置 Ｐ １ ２ に 移 動 可 能 で あ る 。 こ れ に よ り 、 電 気 ケ ー ブ ル ６ ０ を 利 用 し て 可 動  
部 材 ７ １ を 第 １ 径 方 向 位 置 Ｐ １ １ お よ び 第 ２ 径 方 向 位 置 Ｐ １ ２ の 方 へ 動 か す こ と が で き 、  
構 造 の 簡 素 化 が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ８ ０ 】
（ １ ２ ） 第 １ ケ ー ス １ ０ は 、 ケ ー ブ ル 収 容 空 間 ５ ０ を 部 分 的 に 形 成 す る 内 周 面 を 含 む 。 第  
２ ケ ー ス ２ ０ は 、 内 周 面 の 径 方 向 内 側 に 設 け ら れ ケ ー ブ ル 収 容 空 間 ５ ０ を 部 分 的 に 形 成 す  
る 外 周 面 を 含 む 。 電 気 ケ ー ブ ル ６ ０ は 、 第 １ ケ ー ス １ ０ の 内 周 面 に 沿 っ て 巻 か れ る 第 １ 巻  
き 部 と 、 第 ２ ケ ー ス ２ ０ の 外 周 面 に 沿 っ て 巻 か れ る 第 ２ 巻 き 部 と 、 第 １ 巻 き 部 と 第 ２ 巻 き  
部 と の 間 に 設 け ら れ 第 １ 巻 き 部 を 第 ２ 巻 き 部 に 連 結 す る 中 間 部 と 、 を 含 む 。 電 気 ケ ー ブ ル  
６ ０ は 、 第 ２ ケ ー ス ２ ０ が 第 １ ケ ー ス １ ０ に 対 し て 第 １ 回 転 方 向 Ｄ ２ １ に 回 転 す る と 電 気  
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ケ ー ブ ル ６ ０ の 第 ２ 巻 き 部 が 外 周 面 に 巻 か れ て い る 長 さ が 減 る よ う に 、 ケ ー ブ ル 収 容 空 間  
５ ０ 内 に 設 け ら れ る 。 電 気 ケ ー ブ ル ６ ０ は 、 第 ２ ケ ー ス ２ ０ が 第 １ ケ ー ス １ ０ に 対 し て 第  
１ 回 転 方 向 Ｄ ２ １ と は 反 対 の 第 ２ 回 転 方 向 Ｄ ２ ２ に 回 転 す る と 電 気 ケ ー ブ ル ６ ０ の 第 ２ 巻  
き 部 が 外 周 面 に 巻 か れ て い る 長 さ が 増 え る よ う に 、 ケ ー ブ ル 収 容 空 間 ５ ０ 内 に 設 け ら れ る  
。 第 ２ ケ ー ス ２ ０ が 第 １ ケ ー ス １ ０ に 対 し て 第 １ 回 転 方 向 Ｄ ２ １ に 回 転 す る と 、 電 気 ケ ー  
ブ ル ６ ０ が 可 動 部 材 ７ １ を 第 １ 径 方 向 位 置 Ｐ １ １ の 方 に 付 勢 す る 付 勢 力 が 小 さ く な る 。 第  
２ ケ ー ス ２ ０ が 第 １ ケ ー ス １ ０ に 対 し て 第 ２ 回 転 方 向 Ｄ ２ ２ に 回 転 す る と 、 電 気 ケ ー ブ ル  
６ ０ が 可 動 部 材 ７ １ を 第 １ 径 方 向 位 置 Ｐ １ １ の 方 に 付 勢 す る 付 勢 力 が 大 き く な る 。 し た が  
っ て 、 第 １ ケ ー ス １ ０ お よ び 第 ２ ケ ー ス ２ ０ の 相 対 回 転 を 利 用 し て 可 動 部 材 ７ １ を 第 １ 径  
方 向 位 置 Ｐ １ １ お よ び 第 ２ 径 方 向 位 置 Ｐ １ ２ の 方 へ 動 か す こ と が で き 、 構 造 の 簡 素 化 が 可  
能 と な る 。
【 ０ ０ ８ １ 】
（ １ ３ ） 第 １ ケ ー ス １ ０ は 、 車 体 に 固 定 さ れ る よ う に 構 成 さ れ る ス テ ー タ で あ る 。 第 ２ ケ  
ー ス ２ ０ は 、 ス テ ー タ １ ０ に 対 し て 回 転 軸 線 Ａ １ 回 り に 回 転 可 能 な ロ テ ー タ で あ る 。 可 動  
部 材 ７ １ は 、 ス ト ッ パ 回 転 軸 線 Ａ ２ 回 り に 回 転 可 能 に ロ テ ー タ に 連 結 さ れ る 。 回 転 制 限 部  
７ ２ は 、 ス テ ー タ １ ０ に 設 け ら れ る 。 し た が っ て 、 ス テ ー タ １ ０ に 設 け ら れ る 回 転 制 限 部  
７ ２ に よ り 、 よ り 大 き な 力 を 受 け る こ と が で き 、 ス ト ッ パ 構 造 ７ ０ の 強 度 を 高 め る こ と が  
で き る 。
【 ０ ０ ８ ２ 】
　 な お 、 本 願 に お い て は 、 「 備 え て い る 」 お よ び そ の 派 生 語 は 、 構 成 要 素 の 存 在 を 説 明 す  
る 非 制 限 用 語 で あ り 、 記 載 さ れ て い な い 他 の 構 成 要 素 の 存 在 を 排 除 し な い 。 こ れ は 、 「 有  
し て い る 」 、 「 含 ん で い る 」 お よ び そ れ ら の 派 生 語 に も 適 用 さ れ る 。
【 ０ ０ ８ ３ 】
　 本 願 に お い て 、 「 第 １ 」 や 「 第 ２ 」 な ど の 序 数 は 、 単 に 構 成 を 識 別 す る た め の 用 語 で あ  
っ て 、 他 の 意 味 （ 例 え ば 特 定 の 順 序 な ど ） は 有 し て い な い 。 例 え ば 、 「 第 １ 要 素 」 が あ る  
か ら と い っ て 「 第 ２ 要 素 」 が 存 在 し て い る こ と を 暗 に 意 味 し て い る わ け で は な く 、 ま た 「  
第 ２ 要 素 」 が あ る か ら と い っ て 「 第 １ 要 素 」 が 存 在 し て い る こ と を 暗 に 意 味 し て い る わ け  
で は な い 。
【 ０ ０ ８ ４ 】
　 ま た 、 本 開 示 に お け る 「 平 行 」 「 直 交 」 お よ び 「 一 致 」 の 表 現 は 、 厳 密 に 解 釈 さ れ る べ  
き で は な く 、 「 実 質 的 な 平 行 」 「 実 質 的 な 直 交 」 お よ び 「 実 質 的 な 一 致 」 の 意 味 を そ れ ぞ  
れ 含 む 。 ま た 、 そ の 他 の 配 置 に 関 す る 表 現 も 、 厳 密 に 解 釈 さ れ る も の で は な い 。
【 ０ ０ ８ ５ 】
　 ま た 、 本 開 示 に お け る 「 Ａ お よ び Ｂ の う ち 少 な く と も １ つ 」 と い う 表 現 は 、 例 え ば 、 （  
１ ） Ａ の み 、 （ ２ ） Ｂ の み 、 お よ び （ ３ ） Ａ お よ び Ｂ の 両 方 、 の い ず れ も 包 含 し て い る 。  
「 Ａ 、 Ｂ お よ び Ｃ の う ち 少 な く と も １ つ 」 と い う 表 現 は 、 例 え ば 、 （ １ ） Ａ の み 、 （ ２ ）  
Ｂ の み 、 （ ３ ） Ｃ の み 、 （ ４ ） Ａ お よ び Ｂ 、 （ ５ ） Ｂ お よ び Ｃ 、 （ ６ ） Ａ お よ び Ｃ 、 （ ７  
） Ａ 、 Ｂ お よ び Ｃ の 全 て 、 の い ず れ も 包 含 し て い る 。 本 開 示 で は 、 「 Ａ お よ び Ｂ の う ち 少  
な く と も １ つ 」 と い う 表 現 は 、 「 Ａ の う ち 少 な く と も １ つ お よ び Ｂ の う ち 少 な く と も １ つ  
」 と は 解 釈 さ れ な い 。
【 ０ ０ ８ ６ 】
　 上 記 の 開 示 内 容 か ら 考 え て 、 本 発 明 の 種 々 の 変 更 や 修 正 が 可 能 で あ る こ と は 明 ら か で あ  
る 。 し た が っ て 、 本 発 明 の 趣 旨 を 逸 脱 し な い 範 囲 で 、 本 願 の 具 体 的 な 開 示 内 容 と は 別 の 方  
法 で 本 発 明 が 実 施 さ れ て も よ い 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ８ ７ 】
　 １     ： 回 転 コ ネ ク タ 装 置
１ ０     ： 第 １ ケ ー ス 、 ス テ ー タ （ s t a t o r ）
１ ０ Ｂ   ： 内 周 面
１ ５     ： 環 状 溝
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２ ０     ： 第 ２ ケ ー ス 、 ロ テ ー タ （ r o t a t o r ）
２ ０ Ｂ   ： 外 周 面
３ ０     ： 第 １ 電 気 コ ネ ク タ
４ ０     ： 第 ２ 電 気 コ ネ ク タ
５ ０     ： ケ ー ブ ル 収 容 空 間
６ ０     ： 電 気 ケ ー ブ ル
６ ０ Ａ   ： 第 １ 巻 き 部
６ ０ Ｂ   ： 第 ２ 巻 き 部
６ ０ Ｃ   ： 中 間 部
６ ０ Ｄ   ： 導 出 部
７ ０     ： ス ト ッ パ 構 造
７ １     ： 可 動 部 材
７ １ Ａ   ： ス ト ッ パ 本 体
７ １ Ｂ   ： 突 出 部
７ ２     ： 回 転 制 限 部
７ ２ Ａ   ： ス ト ッ パ 面
７ ２ Ｂ   ： ス ト ッ パ 溝
７ ２ Ｃ   ： 導 入 面
７ ３     ： 案 内 部
７ ３ Ａ   ： 案 内 面
７ ３ Ｂ   ： 制 限 面
７ ５     ： ケ ー ブ ル 接 触 面
７ ５ Ａ   ： 第 １ ケ ー ブ ル 接 触 面
７ ５ Ｂ   ： 第 ２ ケ ー ブ ル 接 触 面
Ａ １     ： 回 転 軸 線
Ａ ２     ： ス ト ッ パ 回 転 軸 線
Ｄ １     ： 軸 方 向
Ｄ ２ １   ： 第 １ 回 転 方 向
Ｄ ２ ２   ： 第 ２ 回 転 方 向
Ｄ ３     ： 周 方 向
Ｄ ４     ： 径 方 向
Ｐ １ １   ： 第 １ 径 方 向 位 置
Ｐ １ ２   ： 第 ２ 径 方 向 位 置
Ｐ １ ３   ： 中 間 位 置
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【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】



10

JP 7654660 B2 2025.4.1(18)

フロントページの続き

古河ＡＳ株式会社内
審査官　 山下  寿信

(56)参考文献 特開２００２－２１８６３９（ＪＰ，Ａ）
実開平０２－１３９８７５（ＪＰ，Ｕ）
国際公開第２０１４／１５７２３３（ＷＯ，Ａ１）

(58)調査した分野　(Int.Cl.，ＤＢ名)
Ｈ０１Ｒ    ３５／０４
Ｂ６２Ｄ      １／０４
Ｈ０２Ｇ    １１／０２


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

